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Effect of Fertilizer Application Method and Cultivation Season on Yield and 

Quality of Solution聞cultured]apanese Hornwort (Cryptotaenia japonica Hassk.) 

KAETSU KeikoぺMORIKAWAShinya*¥ ISOBE Takeshiぺ
NAKAMURA Kenji*2 and ABE Kazuhiro吋

* 1 Research Institute of EnvIronment. Agriculture and Fisheries， Osaka Prefectural Government， 
442 Shakudo， Habikino， Osaka 583-0862 

* 2 Especmic COIp， 3-11-17 Ikedα， Neyagawa， Osaka 572-0039 
* 3 GI・'UduateSchool of AgricultUl官 andBiological Science， Osaka Prefecture University， 

1-1 Gakuen-cho Naka-kll， Sakai， Osaka 599-8531 

1n order to reduce excessive nitrate ion concentrations in vegetables， which may be one of the 

causes of high blood levels of methemoglobin， the effect of organic fertilizer on yield in hydroponics 

and the nitrate ion concentration in ]apanese hornwort cultivated using the deep-flow technique was 

evaluated. To investigate seasonal variability， one series of experiments was conducted in three 

seasons. namely. spring. summer， and autumn. The nitrate ion concentration in ]apanese hornwort 

decreased with the increasing proportion of organic fertilizer to total fertilizer applied; ]apanese 

hornwort plants grown in culture medium containing both organic and chemical fertilizers were able 

to reduce the nitrate concentration compared with those grown in culture medium containing only 

chemical fertilizer. 1n spring and autumn， the nitrate concentration of ]apanese hornwort grown in 

culture medium containing only organic fertilizer was the lowest. although plant height was the lowest 
Additionally. when using hydroponics with ]apanese hornwort cultured in medium containing only 

organic fertilizer. it was necessary to lower the temperature of the hydroponic solution to below25'C. 

These results suggest that a reduction in nitrate ion concentration. whilst maintaining the yield of 

hydroponically grown plants. is possible in ]apanese hornwort when chemical fertilizer is used together 

with organic fertilizer. 

(Received Oct. 6. 2010 ; Accepted ]ul. 11， 2011) 

Key words : cultivation season， hyψvponics. Japanese hornwort. nitrate ion cOl1centration， organic fertilizer 

栽培時期，水耕栽培， ミツバ，硝駿イオン濃度，有機質肥料

大i抵府では，大阪の食文化に根差した農産物の中から，

府内で一定量の生産があり，独自の栽培技術で生産され

* 1 千583-0862 大阪府羽曳野市尺度442

ている21品目を「なにわ特産品」として認証されてい

るトヘミツバは「なにわ特産rfbJの中で主要な作物で

S Corresponding author. E-mail: kaetsuk@mbox.epcc.pref.osaka.jp 
* 2 〒572-0039 大法府寝屋川市池悶 3-11-17
* 3 〒599-8531 大阪府堺市中じま学園IIIJ1 -1 
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あり，大阪府内では泉州地域を中心に生産されており，

全圏第7位の出荷量および全閣第8位の作付面聴を誇

る九生産者は，昭和40年代からミツバの水耕栽培に取

り組み，現在，大阪府産ミツバの多くは湛液型水耕栽培

(作付面積の約85%)で生産されている

しかし，水耕栽培で、生産したミツバで、は，硝駿イオン

濃度が約8，000ppmとなったとの報告がある~棺物は，

窒素肥料の過剰供給や日照不足が要因となって，硝酸イ

オンを楽に蓄積する性質がある川J。硝酸イオンは，多

量摂取によりメトヘモグロビン鼠症や生殖機能障害など

の健康に悪影響があることが報告されていることから刊】，

ミツバに含まれる硝酸イオン濃度を低下させる栽培技術

の開発が求められている O

筆者らは，これまでに「なにわの伝統野菜jのー麓で

ある ‘毛馬' キユウリの詔湛ir液従型水耕
丘法ミでで、ある化学肥料の代わりに有機質肥1才ギ料~司31 を施}用羽すると

‘毛馬'キュウリ果実':jJの硝酸イオン濃度を低下するこ

とを報告した11)。

そこで，本研究では， ミツバの湛液型水耕栽培におい

て，化学肥料の代わりに有機質肥料を施沼して，強行の

化学肥料を施用した水耕栽培と比較することにより，有

機質肥料の施用がミツバに含まれる硝駿イオンに及ぼす

影響を明らかにした。また， ミツバを春作と夏作ならび

に秋作で栽培することで，栽培H寺期の差異が有機質肥料

を施j有した水耕栽培におけるミツバの品質に及ぼす影響

を検証した。

実験材料および実験方法

上栽培方法

300ブロックのウレタンマット 2才交にミツバ‘白茎三

ツ葉. (タキイ種苗)を 1ブロックあたり20粒桂度とな

るよう播種した。立枯病と根fll!;病対策として播種の前日

に種子の殺菌を行った。播種後，人工気象器(気温:

25
0

C)内で育苗して 1試験区あたり62ブロックずつ定

植し，循環型湛液水耕栽培を行った。栽培装置は，栽培

槽と貯水槽には樹脂製容器を使用した。栽培糟中にト分

な溶存酸素が存在するようにエアーポンプによるl臨気を

行い，栽培槽とその下部に設けた貯水槽の問をポンプに

より常時培養液を循環させて栽培を行った。なお，栽培

糟と貯水槽の水量と合わせると，試験区の水量は110~ 

であった。

春作は， 2009年2月24日に播種し，同年3月12臼に定

縦した。栽培期間中の施設内の平均気温は15.2
0

Cで，平

均相対湿度は62.5%であった。また，夏作は， 2009年5

月13日に描種し，同年6月5日に定椴した。栽培期間中

の施設内の平均気温は28.7
0

Cで，平均相対湿度は72.1%

であった。秋作は， 2009年9月間日に播種し，同年10月

5日lこ定植し，栽培期間中の施設内の平均気温は18.9'C

で，平均相対湿度は74.2%であった。

2.設定試験区

春作は，元肥と追Il巴ともに有機質肥料のみを施用した

有機区，有機質肥料と化学肥料を元肥とし，有機質肥料

のみを追肥したハイブリッド100医，有機質肥51'-'1'50%と

化学班料50%を追肥したハイブリッド50区，化学肥料必の

みを施用し有機区と悶量の全窒素換算最の化学肥料，を追

肥した4!l~機区，施肥の窒素量を考癌:せず慣行法と同犠に

ECで化学肥料を施用した対照区の 5試験区で栽培を行

った。

また，夏作は，春作と同様である有機区，ハイブリッ

ド100区，ハイブリッド50区，無機IRの4試験区に，有

機質肥料と化学肥料を元肥として，追肥に有機質肥料

10%と化学肥料90%を施用したハイブリッド10区，化学

肥料のみを追肥したハイブリッド O区の 2試験区を加え

た6試i段区で栽培を行った。

秋作は，夏作とi可様の 6試験区で行った。

3.施肥管理

春作の対照区および春作・夏作・秋作の無機区の元肥

は，化学肥料であるマツザキ 1号と 2号 (N10.4%，P2 

0， 2.1%， K20 14.4%)を大塚A処方問で施用した。対

照|玄は，培養液をEC約3.0dS/mで管理し，これに従っ

て追肥した。春作・夏作・秋作の有機i豆，ハイブリッド

100区，ハイブリッド50区，ハイブリッド101R，ハイブ

リッド 01互に施用した有機質肥料は，コーンスターチを

生産する際の産業廃棄物であるコーンスティープリカー

(N 3 %， P 3 %， K 2 %) (以ード， CSL)を施用した。
篠原らが開発した有機質肥料を施府する養液栽培技術

(並行複式無機化法)を参考にしlヘ有機質肥料である

CSLを165gおよび、土壌165gを投入し，有機態窒素が硝

自主態笠素に分解するまで約 2週間l器気した。ハイブリッ

ド1001豆，ハイブリッド50区，ハイブリッド101R，ハイ

ブリッドO区では，対官官区の元肥の窒素供給量とj可量に

なるように化学肥料を施用して窒素をおりった。追日巴は並

行複式無機化j去を参考にし13¥ 3日に 1Iill，規定量の有

機質肥料および化学肥料を培養液に添加した。また，無

機区には有機区に追Il~した窒素供給量と i司量の化学肥料

を追肥した。

4.測定項目

栽培期間中は，ミツバの生育調査および培養液のEC

とpHならびに無機塩類濃度(調査項目:硝般イオン濃

度，現在i1酸イオン濃度，アンモニウムイオン濃度)を定
期的に測定した。

全試験区から平均的な生育を示した10ブロックずつを

収穫し，収穫物の調査(調査項目:草丈，根長，地上部

生体重および乾物重，水分合長，十良部乾物重，葉身の

SPAD1r~) を行った。

また，収穫したミツバをナイフで綿かく刻み，成分分

析に供した。それぞれを含量によって 5~30倍の純水を

加えることによって希釈し，ホモジナイザー (PRO

Scientific Inc.製 PR0200Homogenizer)で粉砕後，
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期に約200ppmで、あったが，栽培中に低下し，栽培開始

から 2週間後および収穫時には検出されなかった。また，

他の 4試験区の硝酸イオン濃度は，栽培初期には同様に

施肥管理とミツバ品質変化

小型反射式光度計 (Merch社製 RQフレックス)で，

各部位に含まれる硝酸イオン濃度を測定したへそれぞ

れの測定は 3反援行った。

春作は2009年4月25日に，夏作は向年 7月23日に，秋

作は同年11月13日に収穫し，上記のiRU定を行った。

文〕〔報( 5 ) 
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Fig. 1 Changes in plant h巴ightof ]apanese hornwort 

(I) and temperature of the hydroponic solution (II) in 

spnng 

o Organic fertilizer (100%) • Hybrid (additional 
organic fertilizer 100% )ム.狂ybrid (additional organic 

fertilizer [50%J and chemical fertilizer [50%J) ; A. : Chemical 

fertilizer c1 00%) ; [コ:Chemical fertilizer (100%， conventional 
method) 

1. ミツバ湛液製氷耕栽培{春作}

( 1 )生育および収量 栽培中のミツバ草丈の変化

をFig.1-1に示した。ハイブリッド100区とハイブリッ

ド50区および無機区と対照区の4試験肢は同様に生長し，

収穫時の草丈も同等であった。しかし，有機区は，他の

4試験区と比較して，生長が遅延した。また，春作にお

ける水耕栽培装置中の培養液温度は，栽培期間を通じて

約20
0

Cで推移した (Fig.1-II)。

収穫物の調査結泉をTable1に示した。草丈は，ハイ

ブリッド100区とハイブリッド50区で最も高く，ついで，

無機区と対照践で，最も低かったのは有機区であった。

また，根は有機区で最も長かった。次に，地上部生体重

は，ハイブリッド100区とハイブリッド50夜，対照区で

最も大きく，ついで，無機区で，最も小さかったのは有

機区であった。地上部乾物重は，ハイブリッド100涯と

ノ、イブリッド50区，無機区，対照区で同等であり，有機

区のみが小さかった。また，水分合量は全試験誌で同等

で、あった。根部乾物重は，有機質肥料を施用した割合が

高い有機区とハイブリッド100区，ハイブリッド50区で

大きく，無機症と対照区で小さかった。葉身のSPAD値

は，有機区で最も小さく，ついで，ハイブリッド100区

とハイブリッド50区で，最も大きかったのは無機区と対

照区であった。

( 2 )培養液に含まれる窒素形態 春作のミツバ港

液型水耕栽培の培養液に存在する萌酸イオン濃度と車硝

駿イオン濃度ならびにアンモニウムイオン濃度の推移結

果をFig.2に示した。有機区の硝酸イオン濃度は栽培初

実験結果
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Effect of the fertilizer application method on yield and quality of ]apanese hornwort in spring 

Fertilizer 

application 

method 

Root 

Water content Dry weight 

(%) (g) 

Leaf and leafstalk 
Root length 

(mm) 

Plant height 

(脚)

Table 1 

SPAD Dry weight 

(g) 

Fresh weight 

(g) 

29.2 d 

34.8 bc 

34.6 bc 

35.9 ab 

36.6 a 

0.76 a 

0.72 a 

0.63 ab 

0.44 b 

0.43 b 

93.3 a 

93.4 a 

93.3 a 

92.7 a 

92.9 a 

1. 3 b 

2.2 a 

2.3 a 

2.3 a 

2.0 a 

19.2 c 

33.0 ab 

33.5 a 

30.9 ab 

29.4 b 

244.5 a 

175.0 ab 

190. 7 ab 

149.8 c 

162.1 bc 

203.4 CZ 

287.5 a 

291. 1 a 

267.3 b 

274.2 b 

O 

H100 

H50 

C 

CC 

z : Different letters indicate significant difference between the means at a 5 % level (Fisher's least significant difference [LSDJ 
test) 
o : Organic fertilizer (100%) 
H100 : Hybrid (additional organic fertilizer [100%]) 
H50 : Hybrid (additional organic fertiliz巴r[50%J and chemical fεrtilizer [50% J ) 
C : Chemical fertilizer (100%) 
CC : Chemical fertilizer (100%， conventional method) 
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のは約300ppm存在した有機区であった。

2. ミツバ湛液型水耕栽培[夏作]

(1)生育および収量 栽培中のミツバ草丈の変化

をFig.4-1に示した。春作と同様に，ハイブリッド100

i豆，ハイブリッド50区，ハイブリッド10区，ハイブリッ

ドOIRおよび無機区の 5試験区は時様に生長した。しか
し，有機12<:は，地の 5試験区と比較して生長が遅延・停

止して販売規絡に達さなかったために，最終的に収穫で

きなかった。夏作における水耕栽培装置中の培養液の水

温は栽培初期に約25'Cであったが，栽培期間中に上昇し

栽培後期には約30
0

C以上であった (Fig.4 -II)。

I1財宝物の調査結果をTable2に示した。J'1f.丈は全施肥

量A中に占める有機質!l~;fil.割合の高い}llftに高かった。有機

質肥料および化学肥nを施用した中で，主主丈は，最も有
機質肥料の都合が高いハイブリッド10012<:で最も高く，

ついで，ハイブリッド50区，ハイブリッド101玄，ハイブ

リッドO区の}I援で高く，最も低かったのは無機区であっ

た。また，根長，地上部生体重および乾物重，根部乾物

重は，全ての試験区ともほぼ同等であり，施肥管理との

関連は見られなかった。次に，水分含量はハイブリッド

100区が最も多く，ついで，ハイブリッド10区で，最も

少なかったのはハイブリッド50区とハイブリッドO区な

らびに4!l1i機区の 3試験区であった。葉身のSPAD植は，

ハイブリッド10区が最も大きく，他の 4試験区は同等の

結果であった。

( 2 )培養液に含まれる窒素形態 夏作のミツバ湛

液型水耕栽培の培養液中に存在する硝酸イオン濃度と亜

硝酸イオン濃度ならびにアンモニウムイオン濃度の推移

結来をFig.5に示した。硝酸イオンは有機区では栽培ヰI

に検出されなかった。また，他の 5試験区の硝酸イオン

m: Ammonium ion 60 

10 

子JDI 'rb-c 

3/12 3/21 3/30 4/8 4/17 4/26 

lvIeasurement date (month/ day) 
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Fig. 2 Changes in nitrate (I). nitrite (II) and ammonium 

(III) ion concentrations of the hydroponic solution in 

spnng 

推移していたが，栽培が進むにつれてその差が現れて，

栽培後期には全施肥量中の有機質肥料の都合が高い購買に

小さかった。よって，全施肥最中の有機質把料の割合が

高いほど，培養液中の硝酸イオン濃度が低かった。亜硝

酸イオン濃度は，有機区とハイブ1)ッド100区およびハ

イブリッド50区で栽培中に低下し栽培後期には検出され

なかった。無機区と対照区では栽培中に検出されなかっ

た。アンモニウムイオン濃度は全試験区で栽培中に低下

し，栽培後期には検出されなかった。

(3 )ミツバに含まれる硝酸イオン濃度 春作のミ

ツバ湛液型水耕栽培における収穫物中の硝酸イオン濃度

のij!IJ定結果をFig.3に示した。ミツバ中の硝酸イオン濃

度は，約5，900ppm存在した対照区で最も高く，ついで，

無機区で約4，400ppm，ハイブリッド501豆で約3，000ppm，

ハイブ1)ッド100区で約2，500ppmであり，最も低かった

CC (shown in Table 1 ) o : 0 ; • : HIOO ;ム H50;.A:C; 
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[90%]) ;口 Hybrid(additional chemical fertilizer [100%J) 
盤:Chemical fertilizer (100%) 

o : Organic fertilizerlOO% ; • : H100 ;ム:H50 ; A : H10 ; 
口:HO ;隠:C (shown in Table 2 ) 

Effect of the fertilizer application method on yield and quality of ]apanese hornwort in summer 

F巴rtilizer

application 

method 

Root 

Water content Dry weight 

(%) (g) 

Leaf and leafstalk 
Root length 

(mm) 

Plant height 

(m掴)

Table 2 

SPAD Dry weight 

(g) 

Fresh weight 

(g) 

37.1 b 

38.4 b 

40.6 a 

36.6 b 

38.5 b 

0.49 a 

0.36 b 

0.36 b 

0.46 a 

0.47 a 

91. 9 a 

89.2 c 

90.6 b 

88.2 c 

88.6 c 

2.1 b 

2.6 ab 

2.5 ab 

2.3 ab 

2.8 a 

25.4 a 

23.8 ab 

26.3 a 

19.8 b 

24.4 ab 

126.0 b 

132.5 b 

163.0 a 

126.0 b 

124.5 b 

285.5 az 

240.5 b 

251. 5 b 

225.0 c 

206.0 d 

HlOO 

H50 

HlO 

HO 

C 

z : Different letters indicate significant difference between the means at a 5 % level (Fisher's least significant difference [LSD] 
test) 
H100 : Hybrid (additional or・ganicfertilizer [100%]) 
日50: Hybrid (additional organic fertilizer [50%] and chemical fertilizer [50%]) 
日10・Hybrid(additional organic fertilizer [10%] and chemical fertilizer [90%]) 
H 0 : Hybrid (additional chemical fertilizer [100%]) 
C : Chemical fertilizer (100%) 



濃度は，栽培後期に，全施肥最中の有機質肥料の割合が

高い}IINに低くなった。班硝酸イオン濃度は，全試験底で

約10ppm以下で、あった。アンモニウムイオン濃度は，有

機区では検出されず，他の 5試験区では栽培初期には同

犠に推移していたが，栽培後期には全施肥最中の有機質

肥料の割合が高い舶に小さくなった。

( 3 )ミツバに含まれる硝酸イオン濃度 夏作のミ

ツバ湛液型水耕栽培における収穫物中の硝酸イオン濃度

の測定結果をFig.6に示した。

ミツバ中の硝酸イオン濃度は，約4，500ppm存在した

1!lfi機区で最も高く，ついで，ハイブリッド O区で約4，300

ppm，ハイブリッド10区で約4，100ppm，ハイブリッド

50区で約3，800ppmで、あり，最も低かったのは約3，000

ppm存在したハイブリッド100区であった。よって，春

作と同様に全施肥最中の有機質肥料の割合が高いほど，

培養液中の硝酸イオン濃度が低かった。

夏作におけるミツバ中の硝酸イオン濃度は，全施JJ巴最

中に占める有機質肥料の割合の増加に伴い，培養液中の

硝酸イオン濃度が低下し，ミツバ中の硝酸イオン濃度も

低下することが明らかになり，この結果は，春作と同様

であった。

3. ミツバ湛液型水耕栽培[秋作]

( 1 )生育および収量 栽培中のミツバ草丈の変化

をFig.7 -1に示した。栽培中のミツバの生育は，栽培

初期は全試験区とも同様に生長した。その後，有機区は

栽培中期から収穫11寺まで生長が遅延し，その他の 5試験

区は同様に生長した。秋作における水耕栽培装置!こいの培

養液温度は，栽培初期から中期まで約25
0

Cを維持したが，

栽培後期には約20
0

Cまで低下した (Fig.7 -II)。

収穫物の調査結果をTable3に示した。草丈は，ハイ

ブリッド10区で最も高く，ついで，ハイブリッド50区な

らびにハイブリッド100涯，ハイブリッド O区， 11E機症

の}II買となり，最も低かったのは有機区であった。また，

根長は，施!l~管理との関連はみられなかった。

一方，地上部生体重および乾物重，水分合量，根部乾

物重は，全試験区とも同様の結果であったが，葉身の

SPAD11直は有機区で最も小さく，その他の 5試験区は同

等であった。ハイブリッド100症は草丈が高いが地上部

生体重が他の試験区と同等で，徒長傾向にあった。

( 2 )培養液に含まれる窒素形態 秋作のミツバj甚

液型水耕栽培の培養液中に存在する硝酸イオン濃度と亜

硝酸イオン濃度ならびにアンモニウムイオン濃度の推移

結果をFig.8~こ示した。栽培初期の硝酸イオン濃度は，

有機毘以外の 5試験区で、は約800ppmで、同等で、あったが，

栽培中に変化し，最終的には全施把量ー中の有機質肥料の

割合が高い}IINに低かった。一方，有機区の硝酸イオン濃

度は栽培期間をとおして，約400ppm以下で、推移した。

よって，春作と同様に全施JJ~最中の有機質肥料の割合が

高いほど，培養液中の硝酸イオン濃度が低かった。班硝

駿イオン濃度は，有機誌で栽培初期に約100ppmで、最も

( 8 ) 
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Fig. 6 Effect of the fertilizer application method on 

nitrate ion concentration in J apanese hornwort in 

summer 
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盟 Chemicalfertilizer (100%) 
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Effect of the fertilizer application method on yield and quality of ]apanese hornwort in autumn Table3 

Root 

Water content Dry weight 

(%) (g) 

Leaf and leafstalk 
Root length 

(rn皿)

Plant height 

(rnrn) 

Fertilizer 

application 

method 

SPAD Dry weight 

(g) 

Fresh weight 

(g) 

31. 7 b 

35.2 a 

34.8 a 

35.0 a 

35.1 a 

36.2 a 

0.15 a 

0.11 ab 

0.09 bc 

0.10 bc 

0.05 cd 

0.03 d 

96.3 a 

95.9 ab 

96.0 a 

95.9 ab 

96.0 a 

95.4 b 

0.6 b 

0.8 ab 

0.8 ab 

0.9 a 

0.8 ab 

0.8 ab 

17.1 b 

18.4 ab 

20.2 ab 

21. 5 a 

19.8 ab 

17.6 ab 

161. 0 b 

108.0 c 

173.5 b 

201. 5 a 

172.5 b 

199.5 a 

239.0 dz 

276.0 ab 

276.0 ab 

282.0 a 

266.0 bc 

252.5 cd 

O 

H100 

H50 

日10

HO 

C 

z : Different letters indicate significant difference between the means at a 5 % level (Fisher's least significant di妊引でnce[LSD] 
t巴st). 

o : Organic fertilizer (100%) 
狂100: Hybrid (additional organic fertilizer [100%]) 

狂50: Hybrid (additional organic fertilizer [50% J and chemical fertilizer [50% J) 
H10 : Hybrid (additional organic fertilizer [10%] and chemical fertilizer [90%J) 
H 0 : Hybrid (additional ch色micalfertilizer [100%]) 

C : Chemical fertilizer (100%) 

大きく，栽培中に低下して収穫時には検出しなかった。

また，ハイブリッド100区，ハイブリッド50区，ハイブ

リッド10区，ハイブリッド O区の4試験底は有機区と同

様に低下傾向で、あった。無機区では栽培中に検出しなか

った。アンモニウムイオン濃度は，有機区場以外の 5試験

区は栽培初期に約40ppmで、同等で、あったが，栽培中に低

下し，収穫時には 4試験区とも約10ppmで、あった。有機

区は栽域期間をとおして約10ppmを維持した。

( 3 )ミツバに含まれる鶴酸イオンj農産 秋作のミ

ツバ湛液型水耕栽培における収穫物中の硝酸イオン濃度

の測定結果をFig.9に示した。

ミツバ中の硝酸イオン濃度は，約5，100ppm存在した

無機区で最も高く，ついで，ハイブリッド 013:で約4，600

ppm，ハイブリッド10区で約4，000ppm，ハイブリッド
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Fig. 8 Changes in nitrate (I)， nitrite (II) and ammonium 

(III) ion concentrations of the hydroponic solution in 
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application method shown in Table3. 

o : 0 ; • : H100 ;ム:H50 ; A : H10;口:HO ;厨:C (shown 
in Table 3) 
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50区で約3，900ppm，ハイブリッド100区で約3，300ppm

であり，最も低かったのは約2，900ppm存在した有機区

であった。

秋作におけるミツバ中の硝酸イオン濃度は，全施把量

中に占める有機質把料の都合の増加による;惰養液中の硝

酸イオン濃度の低下に伴って，低下することが明らかに

なり，この結果は，春作と同様であった。

考 察

本研究では，ミツバの湛液型水耕栽培において，施用

する有機質肥料の都合が多いほど，収穫物の硝酸イオン

濃度が抵下した。寵田らは，ホウレンソウの土耕栽培に

おいて，有機質肥料を施用すると，土壌中の硝酸イオン

濃度が低下したため，化学肥料そ施用した慣行栽培・より

)1又穫物に含まれる硝駿イオン濃度が低下したと報告して

いる日)。また，ホウレンソウの水耕ー栽培において，供給

される硝駿態窒素が少なくアンモニア態窒素が多い場合，

植物体はアンモニア態窒素を多く吸収することが報告さ

れているヘ一方，本試験の春作と秋作の結果から，有

機質肥料のみを施用すると，培養液中の硝酸イオン濃度

が低い状態で，アンモニウムイオン法度や盟硝酸イオン

濃度が栽培初期に増加して消長した (Fig.2， Fig. 8) 0 

このことから，ミツバが硝援イオンの代わりにアンモニ

ウムイオンと亜硝駿イオンの窒素形態で吸収したと考え

られた。したがって， ミツバの湛液型水耕栽培において，

有機質肥料を施用すると，ミツバに蓄積する硝酸イオン

が低減したと考えられた。

栽培時期について，春作や秋作では，培養液iRt度が約

20
0

Cから約25
0

Cまでに維持し，有機質肥料のみを施用し

てミツバを水耕栽培できた。しかし，夏作では，日中の

培養液温度が30
0

C以上になり，有機質肥料のみを施用し

てミツバを水耕栽培することはできなかった。有機質肥

料を分解する硝化菌は高j鼠で死滅すると報告されており，

これにより，夏の高温時は諮化閣の働きが安定せず，有

機質肥料の分解ができなかったことが原国と考えられ

たへまた，高温のため有機物が閥敗したnJfì~性もあり，

水温が上昇しやすい夏季の高温条件においては栽培管理

の不安定さが明確になり，有機質把料を水耕栽培で施用

することは関難であった。したがって，有機質肥料のみ

を施吊した水耕栽培には，培養液漏度を約25
0

C以下で管

理することが重要であった。

また，有機質把料のみを施用したミツバの水耕栽培は，

化学肥料での栽培に比べ生長が遅延することから，篠原

らが報告している規定の有機質肥料賄賂量で、lま湛液型水

耕栽培のミツバの生育に不十分と考えられた。有機質肥

料のみを施吊した水耕栽培で、のミツバの生産の安定化に

向けて，より多くの有機質肥料を施服するためには，よ

り多くのi爆気を行って硝化に必要な溶存費支素量を増加し

たり，有機質肥料の施用を 3日に 11TI1ではなく，タイマ

一等を使用し 1日数回等の時間単位で小まめに投入した

りして，本研究で明らかになった有機質肥料のみを施府

した水耕栽培の問題点を解決する技術の確立が必要であ

るO

以上の結果から，ミツバにおける有機質肥料と化学肥

料を併用した栽培では，慣行の化学肥料・による栽培と同

等の収量が得られたことに加えて，ミツバ中の硝酸イオ

ンを低減することが示唆された。

要 約

メトヘモグロビン血症の原悶といわれている野菜に含

まれる硝酸イオンの低減を自的とし，化学肥料の代わり

に有機質肥料を施用したミツバの湛液型水耕栽培を行っ

た。また，栽培時期の差異が有機質肥料を施用したミツ

バ水耕栽培およびミツバの品質に及ぼす影響について検

討した。

ミツバの硝酸イオン濃度は，全施肥量中に占める有機

質肥料割合の増加に伴い低下した。有機質肥;f-'I-のみを施

吊してミツバを栽培すると化学肥料のみを施用する慣行

法に比べ作物中の硝酸イオン濃度は著しく低減できるが，

明らかな生長遅延を生じた。しかし，有機質肥料と化学

!肥料を併用すると慣行法と同等に生長し，作物体中の硝

酸イオン濃度を慣行法に比べ低下させることができた。

夏季の高温持を除包春作や秋作では，有機質肥料のみ

を施用したミツバの湛液型水耕栽培を行うことができた。

したがって， ミツバの湛液型水耕栽培において，有機

質肥料と化学肥料を併用することで収量を維持しつつミ

ツバの硝酸イオン濃度を低下することが示唆された。
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